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農業環境技術研究所にある小さな農村

企画調整部 情報資料課

ミニ農村

近代的な筑波学園都市の研究所のなかに、あり

そうもない「虫塚」が農業環境技術研究所にある

ことは 「農環研ニュース 」の「蟲塚と昆、 No.58

虫標本館」で紹介しました。今回は、当所の敷地

のなかにありそうもない「小さな農村」があるこ

とを紹介しましょう。

広辞苑によれば 「農村」とは住民の多くが農、

業を生業としている村落とあります。しかし、こ

こでいう「農村」は、農業環境研究に携わる研究

者が当所の敷地に谷津田（やつだ 、用水路、二）

次林、屋敷林、社寺林、ため池などを配置して、

「 」長い年月をかけて造成した生業のない ミニ農村

なのです。まず、その規模と様子を知るために、

図と写真（図１、２）をご覧ください。

図１ 圃場区域に造成されたミニ農村の姿

図２ 谷津田

農業環境技術研究所には、 地区に約 ヘクB 35

タールの圃場区域があります。ここには、国道に

沿って防風林の帯が走っています。その内側には

畑、さらにその奥には 年以上も前に農用林と20

して利用されていた二次林が残っています。さら

に、研究所の敷地の外側には、民有地の畑が広が

っています。そのまた先には、本物の農村集落が

位置しているのです。

この立地条件からみて、防風林の帯を集落の林

の構成と同じに造りかえれば、集落－畑－二次林

という平地農村の基本ユニットができ、敷地外の

畑地－集落を含めれば、そのユニット つ分の基2

本構造をもつモデルとすることができると考えま

。 、した この地域に実物大の農村のモデルを造成し

そこに出現・生息する生物相を調査することを目

的として、 年代後半より徐々に整備が進め1980

られてきたのが、ここで紹介する「ミニ農村」な

のです。では、その全体像、造成の経過、研究成

果やデータ、これからの研究などについて紹介し

ましょう。

ミニ農村の全体像

「新・生物多様性国家戦略（平成 年 月決14 3

定 」にもみられるように、里地里山のような二）

次的な自然が、生物相の保全にとって重要である

という考えが認識され始めたのは、つい最近のこ

とです。

年ほども前から、農村地域に普通にある雑15

木林や農用林などの二次的な自然が、わが国の生

物相の保全にとって大切だと説いていた人は、そ

う多くありませんでした。

農村に普通に見られた生き物はなぜ姿を消して

しまったのか、それらを取り戻すにはどうしたら

よいのか、そうしたテーマを掲げ、ミニ農村の造

成が始まったのは、そんな頃なのです。
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伝統的な平地農村は、一見乱雑に土地が利用さ

、 （ ） （ ）れているようですが 集落 ムラ －畑地 ノラ

－二次林（ヤマ）という順序で配列されていまし

た。そうした農村の景観構成要素の配置に見られ

る秩序が、生き物の存在と密接に関係していたと

いう仮説が、われわれの基本的な考え方だったの

です。

農村を生き物の生息環境として見た場合、こう

した秩序は、言葉をかえれば、小規模な生息地が

モザイク状に存在するという構造によって守られ

ているのです。しかも、それぞれの生息地が人為

影響を受けるため、人為で一時的に失われた種が

あっても周辺からの供給があればもとの状態に回

復することができるのです。こうした人為による

消失と周囲からの供給のバランスの上に成り立つ

系では、生息地間の種の移動距離が重要になって

きます。

生き物の縮尺モデルをつくることは困難ですか

ら、生息環境は現実の規模を反映している必要が

あります。そして、生き物の移動距離を把握する

には、やはり現実の規模が反映される配置である

ことが必要です。実物と同じ大きさのモデルが作

成された理由は、そのことにあるのです。

造成の経過

これまでの考えに基づいて、防風林の帯に社寺

（ ）、 （ ）林 年 月造成 ため池 年 月造成1996 6 1989 6

および谷津田環境（ 年 月造成）と、それ1989 6

を囲む二次林が連続した塊状集落の林（ 年1990

～現在）を造成し、圃場区域を実物大の農村モデ

ルと見なせるようにしました。かつて農用林とし

て利用されていた二次林も、もちろんそれに相応

しい環境となるよう、林床管理を行い（ 年1985

1987 1987～ 年 用水路のモデルも造成しました）、 （

年～ 。）

これまでのデータや成果

「ミニ農村」には、普通の農村にみられるよう

なトンボやカエルなど数多くの動物が増えまし

た 「ミニ農村」を研究のフィールドとして得ら。

れた研究成果のうち主要なものは 「農業環境技、

術研究所発行解説シリーズ ：ミニ農村をつNo.1

くる（農村空間を科学するうえでの試み 」とそ）

の改訂版に紹介されています（ 年と 年1991 1998

に刊行 。ため池の間隔や池さらいなどに関連す）

、 、る水辺環境と トンボ類やカエル類の生息の関係

二次林の配置と鳥類の関係、フクロウの生息を可

能とする農村の構造などが主な成果です。

、 。他にも 次のようなデータが蓄積されています

① ミニ農村内の池・用水路等におけるトンボ

類のモニタリングデータ（造成に伴う変化）

② 農業環境技術研究所構内のハチ類の分布デ

ータ

③ 生態系保存実験圃場及び屋敷林区域におけ

る鳥相データ（生態系保存実験圃場内でフク

ロウに捕食された動物の種類及び個体数に関

するデータを含む）

（ ）④ 生態系保存実験圃場及び屋敷林域 数カ所

の植物の種組成データ及び毎木調査データ

⑤ 生態系保存実験圃場における散布種子及び

実生データ

⑥ 谷津田環境に導入した絶滅危惧植物の消長

これからの調査研究

これまでは、農村の基本構造を背景として、生

息環境を新たに造成したミニ農村の構成要素にど

のような生き物が新たに出現するかを調べること

により、生物の移動能力と定着の可能性を中心と

して検討がなされてきました。屋敷林域の拡充が

、 、完了し ミニ農村の基本構造が形成された後には

それを利用して、①生物相の変動モニタリング、

②水田生態系における絶滅の恐れのある植物の動

態、侵入・導入植物の農耕地外周辺植生への影響

などに関する調査研究が推進されると期待されま

す。

農業環境技術研究所の中期計画には 現在 人、 、「

為的インパクトが生態系の生物相に及ぼす影響の

評価 「農業生態系の構造と機能の解明 「農」、 」、

業環境資源情報の集積」などがあり、これらを含

め長期的なモニタリングや様々な農村環境の問題

点を探るモデルとして 「ミニ農村」の意義はま、

すます重要になってくると思われます。


